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◇調査の目的  

 子どもたち一人ひとりが、学びの基盤となる言語能力や読解力、情報活用能力等を向上させ、これからの予測困

難な社会を生き抜く力を着実につける。 

◇実施内容・実施期間及び実施人数  

 実施内容 ５年 生 ： 国語・算数・理科・わくわく問題（教科横断型問題）・アンケート 

  ６年 生 ： わくわく問題（教科横断型問題）・アンケート 

  教職員 ： アンケート 

 実施期間 令和３年５月２６日（水）～令和３年６月２日（水） 

 実施人数 ５年生 ： ３,５５８名  ／  ６年生 ： ３,６４９名  ／  合計 ： ７,２０７名 

◇わくわく問題（教科横断型問題）・各教科及びアンケートの内容  

≪わくわく問題（教科横断型問題）について≫（５，６年生共通問題） 

〇 特定の教科の枠にとらわれず、複数の文章や資料から情報を読み取ったり、問いに対して判断の根拠や 

理由を明確にして自身の考えを表現したりする力を問う問題等 

〇 日常の活動や現代的な諸課題（SDGｓ・プログラミング的思考）等をテーマとして、文章やグラフ等の様々な

資料を題材に、資料を読み取ったり、自分の考えを表現する力を問う問題 

〇 答えが一つでない問いもある 

≪各教科について≫ 

【国語】【算数】【理科】 

  〇 4 年生までの学習内容から出題 

  〇 当該学年までに定着すべき学習内容で、基礎的な知識及び技能とともに、これらを活用して課題を解決する

ために必要な思考力、判断力、表現力を問う問題等 

〇 言語能力・読解力の基盤となる基礎的基本的な言葉等の理解や文章に書かれている意味を正確に捉える

力（リーディングスキル）など 

≪アンケートについて≫ 

  〇 児童自身の未来に向かう力（目標に向かって頑張る力、気持ちをコントロールする力、人と関わる力）、次の 

学びや生活にいかす力等に関する内容や、学習状況、学級や授業等に関する意識等 

  〇 家庭での様子などについて 



〇問題の観点では、内容を関連付けて、「新たな課題を考える」観点の

正答率の差（5年生から 6年生）が最大となっている。 
〇問題の観点では、図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連
付けて、順序良く、「論理的に考える」（プログラミング的思考）に課

題がある。

（５年生）問題の観点・問題をとらえる力・伝える力・問題形式の平均正答率 

（5年生）正答数分布 
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【５年生平均正答率】   東大阪市 ５１．０ ％    大阪府 ５５．１％ 

【６年生平均正答率】   東大阪市 ６０．４ ％    大阪府 ６５．１％ 

教科の結果と分析 

わくわく問題 



（６年生）問題の観点・問題をとらえる力・伝える力・問題形式の平均正答率 

（6 年生）正答数分布 
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○ 5年生、6年生ともに論理的に考える問題や情報を整理して伝える力に課題がみられる。 

○ 選択式の問題は 1 問、記述式の問題は 6 問出題され、記述式の正答率よりも選択式の正答率の方が低
い結果となった。 



調査問題から 

≪平均正答率の低い問題形式（選択式）の問題≫ 大問１．（１）



○ 問題の観点 

図や表、グラフ、短い文章、会話文等に示された内容を関連付けて、正しくとらえる。 

○ 考えるための技法 

「比較する」 

○ 誤答で多かった回答と選択した割合【正答はイ】 

ア （５年生：東大阪市 ２５．６％、大阪府 ２６．４％）（６年生：東大阪市 ２７．４％、大阪府 ２６．６％） 

【課題】 

・表やグラフなどの複数のデータを比較し、項目間の関係を読み取ること。 

【指導改善のポイント】 

・問題解決するために、データを分類整理し、データの特徴や傾向を読み取ることができるようにする指導の充

実にむけて、身の回りの事象について、その事象の因果関係や傾向を漠然と捉えるだけでなく、データに基づ

いて判断する問題解決の方法を知り、その方法で考察していくことができるようにすることが重要。また、その

際、目的に応じて、公平性の高いデータを集め、観点を決めて分類整理し、クリティカルシンキングできるように

することが大切。 

正答 



≪大阪府との正答率の開きが大きい問題≫ 大問１．（３）



○ 問題の観点 

図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を正しく理解し、自分の考えを持ち、伝える。 

図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、新たな課題となる事がらを考える。 

○ 考えるための技法 

「関連付ける」、「具体化する」、「抽象化する」 

○ 誤答の分類として多かったもの 

食品ロスに関連する問題を書いているが、なぜ問題が解決されるかの説明ができていない。 

【指導改善のポイント】 

・目的に応じて、文章と図表等などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける指導の充実には、文章中に用

いられている図表等が文章のどの部分と結び付くのかを明らかにし、文章と図表などとの関係を捉えて読むこ

とが重要。その上で、日常的に情報の取捨選択ができるように指導することが大切。 



わくわく問題等 

大阪府のホームページ上にウェブアップされています。 

https://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/sukusuku/index.html



〇教科問題では、国語の平均正答率が他の教科と比べ大阪府との差が

最も小さい。 
〇理科の平均正答率が他の教科と比べ大阪府との差か最も大きい。 

（大阪府との差）国語：２．４％ 算数３．２％ 理科 5.0％
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教科の結果と分析 

教科問題 

【５年生国語平均正答率】   東大阪市 ７９．２ ％    大阪府 ８１．６％ 

国語について 

○ 正答率の低かった問題・・・大問３（２） 

東大阪市：７４．５％  大阪府：６３．３％ 

○ 無回答率の高かった問題・・・大問４（１） 

東大阪市： ９．４％  大阪府：６．８％ 

○ 全般的に大阪府との差は２％程度となっている 

該当問題なし 

・算数や理科に比べて平均正答率が高く、大阪府との平均正答率にあまり差がない。評価の観点別において

は、思考力・判断力・表現力等の育成のために自らを客観的に捉えることが大切。 



●算数 正答数分布 
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【５年生算数平均正答率】   東大阪市 ４５．３ ％    大阪府 ４８．５％ 

算数について 

○ 正答率の低かった問題・・・大問１（４） 

東大阪市：１６．７％  大阪府：２０．６％ 

○ 無回答率の高かった問題・・・大問２（２） 

東大阪市：４．５％  大阪府：3.7％ 

○ 学習指導要領の内容別では「データの活用」

で大阪府の平均正答率を上回っている 

該当問題なし 

・学習指導要領の内容別では図形に課題がみられた。図形を構成する要素などに着目し、求積等のために

必要な情報を選び出すことが大切。 



●理科 正答数分布 
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【５年生理科平均正答率】   東大阪市 ４４．２ ％    大阪府 ４９．２％ 

理科について 

○ 正答率の低かった問題・・・大問２（２） 

東大阪市：１1.5％  大阪府：14.６％ 

○ 無回答率の高かった問題 

大問２（１） 

東大阪市：5.1％  大阪府：4.0％ 

大問２（５） 

東大阪市：5.0％  大阪府：4.1％ 

○ 評価の観点別では知識・技能の平均正答率が

大阪府との差が一番大きい 

該当問題なし 
該当問題なし 

・問題形式別では算数に比べても記述式の平均正答率に特に課題がみられた。自分の考えが伝わるように

書くためには、目的や意図に応じて、詳しく書く必要のある場合などを自ら判断して書くことが大切。 



自分には，よいところがあると思う。                                                            

頑張り屋である。                                                                         

あなたの学級は、助け合って勉強している。                                                     

将来の夢や目標を持っていますか。                                                            

始めたことは、何がなんでも最後までやりきる。             
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児童アンケートより 

肯定的回答率 東大阪市 79.9％  大阪府 80.3％ 

肯定的回答率 東大阪市 64.4％  大阪府 62.8％ 

肯定的回答率 東大阪市 77.0％  大阪府 75.8％ 

肯定的回答率 東大阪市 84.3％  大阪府 82.9％ 



何事にも一生けんめい努力する。                                                            

今までやったことのない課題にもよろこんで取り組める。                                           

話し合う場面で自分の考えを深めたり、広げたりしている。                                          
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○ 多くのアンケートで強い肯定の回答が大阪府の強い肯定を上回っており、東大阪市の子どもたちの前向き

な結果が表れている。 

○ 子どもたちは今までやったことのない課題にも積極的に取り組み、自分の考えを深めたり、広げたりする意

識があるので、将来の夢に向けて、最後までやりきる力を今後も伸ばす授業改善が求められている。 

肯定的回答率 東大阪市 62.8％  大阪府 60.2％ 

肯定的回答率 東大阪市 56.9％  大阪府 59.3％ 

肯定的回答率 東大阪市 46.7％  大阪府 44.9％ 

肯定的回答率 東大阪市 70.1％  大阪府 68.7％ 


